
比二
fh 
γ 」

F

園
、

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
ク
リ

E
晶
咽
・

ス
ト
フ
ァ
l
・
シ
ム
ズ
教
授

4

・4
が
2
月
1
日
に
都
内
で
「
物

価
水
準
の
財
政
理
論
」

(
F
T
P
L
)
の

講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
妥
当
性
に
対
す

る
論
争
は
あ
る
が
、
デ
フ
レ
脱
却
に
向

け
た
2
%
の
物
価
目
標
が
達
成
で
き
ず
、

量
的
・
質
的
金
融
緩
和
の
限
界
が
明
ら

か
に
な
る
中
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。

.

F
T
P
L
は
、
政
府
の
債
務
を
財
政

イ
ン
フ
レ
で
実
質
的
に
削
減
す
る
と
い

う
も
の
で
、
政
府
が
増
税
や
歳
出
削
減

で
債
務
を
削
減
す
る
と
予
測
す
る
リ
カ

l
デ
ィ
ア
ン
レ
ジ
ー
ム
と
は
異
な
る
。

や
や
専
門
的
に
な
る
が
、
財
政
の
持

続
可
能
性
を
考
え
る
場
合
、
現
在
の
債

務
は
将
来
得
ら
れ
る
プ
ラ
イ
マ
リ
l
収

支
の
黒
字
で
賄
わ
れ
る
必
要
が
あ
り
、

「民
間
部
門
が
保
有
す
る
名
目
の
公
債

残
高
H
将
来
得
ら
れ
る
名
目
の
プ
ラ
イ

マ
リ
l
収
支
」
と
い
う
関
係
式
が
成
立

す
る
。
こ
の
式
を
物
価
水
準
で
割
っ
て

実
質
化
し
た
式
が
F
T
P
L
で
、
「
民
間

部
門
が
保
有
す
る
名
目
の
公
債
残
高
÷

物
価
水
準
H
将
来
得
ら
れ
る
実
質
プ
ラ

イ
マ
リ
l
収
支
」
(①
)
と
な
る
。

F
T
P
L
で
イ
ン
フ
レ
が
発
生
す
る

理
由
は
何
か
。
例
え
ば
減
税
す
れ
ば
、

宣

言

芸

債

残

高

一物
価
水
準
〉
実

Lま
号車
園田

F晶唱

子
法政大学教授

小黒一正
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「物価水準の財政理論」
物価上昇スピードが問題
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質
プ
ラ
イ
マ
リ
l
収
支
」
(
②
)
と
な
る

が
、
そ
れ
は
家
計
の
恒
常
所
得
(
手
取

り
)
の
増
加
を
通
じ
て
財
市
場
の
超
過

需
要
を
発
生
さ
せ
、
物
価
に
上
昇
圧
力

が
か
か
る
と
相
主
厄
す
る
か
ら
だ
。

.

そ
の
際
、

F
T
P
L
で
は
物
価
水
準

の
上
昇
は
室
入
の
等
号
が
成
立
す
る
ま

で
続
く
が
、
こ
の
式
で
は
物
価
の
上
昇

ス
ピ
ー
ド
は
予
測
で
き
な
い
。
イ
ン
フ

レ
が
行
き
過
ぎ
れ
ば
、
日
本
銀
行
が
金

融
引
き
締
め
で
抑
制
す
る
方
法
も
あ
る

が
、
そ
れ
で
は
長
期
金
利
の
上
昇
を
招

き
、
利
払
い
費
の
増
加
を
通
じ
て
財
政

を
直
撃
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

増
税
や
歳
出
削
減
で
物
価
を
抑
制
す

る
方
法
も
あ
る
が
、
国
会
で
速
や
か
に

増
税
法
案
な
ど
が
通
る
の
か
と
い
う
問

題
も
あ
る
。
ま
た
、
一
定
の
増
税
や
歳

出
削
減
を
実
行
し
て
も
財
政
イ
ン
フ
レ

が
終
息
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。

か
つ
て
、
日
本
経
済
は
1
9
4
5
1

却
年
で
卸
売
物
価
が
約
加
倍
に
な
っ
た
。

そ
の
高
イ
ン
フ
レ
を
終
息
さ
せ
た
の
は
、

超
財
政
金
融
引
き
締
め
政
策
を
盛
り
込

ん
だ
ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
財
政
イ
ン
フ
レ
を
止
め
る
に
は
、

財
政
赤
字
を
縮
小
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

大
掛
か
り
な
増
税
や
歳
出
削
減
で
国
民

に
痛
み
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。.

骨
骨
ト
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